
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考資料 

オーグメンチンを徹底解説（youtube） 

https://www.youtube.com/watch?v=hF2V1pSaiwA 

 

歯科・口腔外科領域の感染症患者 

オーグメンチンは、歯科・口腔外科領域の感染症治療においても重要な選択肢となっており、歯

周炎や歯槽骨炎、顎骨骨髄炎などに罹患した患者様に対して使用され、口腔内の複雑な細菌叢に

対する広域スペクトルの活性が有効性の鍵となっています。 

口腔内は多種多様な細菌が常在しており、感染症が発症した際には複数の菌種が関与している

ことが多いため、オーグメンチンの広域スペクトルが効果的に作用し、グラム陽性菌、グラム陰性菌、

嫌気性菌を含む多様な病原体に対して抗菌活性を示します。 

特に、嫌気性菌が関与する感染症では、オーグメンチンの嫌気性菌に対する効果が重要となり、

歯科治療後の二次感染予防にも用いられることがあるため、観血的処置を受ける患者様や免疫機

能が低下している患者様において、感染リスクの軽減に寄与する可能性があります。 

歯科・口腔外科感染症 主な原因菌 オーグメンチンの特徴 

歯周炎 ポルフィロモナス・ジンジバリス 嫌気性菌に対する高い活性 

歯槽骨炎 ストレプトコッカス・ミュータンス 骨組織への良好な移行性 

顎骨骨髄炎 スタフィロコッカス・アウレウス 長期投与にも耐性発現が少ない 

智歯周囲炎 フソバクテリウム・ヌクレアタム 混合感染に対する広域スペクトル 

https://www.youtube.com/watch?v=hF2V1pSaiwA


 


